
 

４ 中央

 

(１) 地

 

１) 中

央地域の

地域の現況，

中央地域の現

■現況 

 中央地域は

線，阪神電鉄

は商業・業務

で商店街等の

などの公益施

史的な建築物

きます。 

■課題 

 中央地域は

の中に市民生

の人々が訪れ

魅力を持つ地

「潤い」，

 当地域は，

停滞する東西

のの，南北方

があります。

住環境の改善

度化によって

確保が困難な

くりの推進が

 

【中央地域の

・芦屋川及

 ・東西交通

 ・近隣商業

・良好な低

・震災の教

・広域幹線

 

 

まちづく

，課題及び

現況と課題 

は本市の中心

鉄本線が地域

務集積が発達

の身近な商業

施設が数多く

物や芦屋公園

は，国際文化

生活に必要な

れる地域であ

地域であると

「やすらぎ」

急速な市街

西方向につい

方向の交通ア

国道 43号な

善・向上が必

て，市街地か

な状況など，

が必要となっ

の課題】 

及び宮川の河

通の確保と地

業を中心とす

低層住宅地と

教訓を生かし

線道路沿道で

くり方針

び将来像 

心市街地が形成

域を横断する極

達しているＪＲ

業集積が見られ

立地していま

園のクロマツ林

化住宅都市とし

な商業・業務施

あるため，「活

ともに，地域

といった要素

街地形成と都市

いては山手幹線

アクセスの改善

などの広域幹

必要です。また

から緑が失われ

震災復興関連

っています。

河川空間と道路

地域の南北方向

する商業の活性

中高層住宅と

した安全なまち

での住環境の改

成されている

極めて交通の

Ｒ芦屋駅を中

れます。また

ます。また，

林など，昔な

して発展して

施設や公共・

活気」，「に

域に流れる河

素を生かした

市機能の集中

線の全通等に

善による災害

幹線道路沿道で

た，低層住宅

れつつあるこ

連事業完了後

路や住宅地の

向のアクセス

性化 

との調和 

ちづくりへの

改善 

る地域であり

の利便性が良

中心として，

た，市役所を

市街地形成

ながらの風情

てきた本市の

公益施設が数

にぎわい」，

河川の活用や緑

たまちづくり

中によって様

により一定の

害時の物資輸送

では通過交通

宅地内でのマ

ことや，まと

後の住環境の変

の緑を生かし

ス向上による

の取り組み 

芦屋

，国道２号，

い地域となっ

阪神芦屋駅，

はじめとして

の歴史は古く

を感じさせる

中心市街地で

数多く立地し

「楽しさ」と

緑あふれる市

を進める必要

々な課題を抱

アクセス強化

送路となる路

通の騒音や振

ンション等の

まった緑地や

変化に対応す

た潤いある住

回遊空間の形

屋川，ルナ・ホ

地域別

国道 43号，

っています。

阪神打出駅

て図書館，美

く，芦屋川沿

る景色を見る

であり，良好

し，市内各所

といった都市

市街地づくり

要があります

抱えています

化が図られつ

路線の確保を

振動などに対す

の増加や土地

やオープンス

する，総合的

住環境づくり

形成 

ホール 

別構想
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中央地域 

ＪＲ神戸

当地域で

駅周辺など

美術博物館

沿いには歴

ことがで

好な住宅地

所から多く

市としての

によって

す。 

す。交通が

つつあるも

を図る必要

する沿道の

地利用の高

ペースの

的なまちづ
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中央地域 

２) 中

 

形成

潤い

 ま

らせ

 

 

       中

  

 

潤
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中央地域の将

中央地域では

成するととも

いの中を自由

また，阪神・

せる人に優し

中央地域の将

潤いとに

 

 ３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来像 

は，芦屋川と

もに，商業基

由に歩き楽し

・淡路大震災

しいまちづく

将来像 

にぎわい

３つのまちづ
 

川を生
 

芦屋川及び

緑のネットワ

ある市街地環

 

人が集
 

人々が快適

ちを楽しめる

を形成して魅

  

 

人に優
 

震災の教訓

してまちを歩

宮川の２つの

基盤を再生して

める，回遊性

による被災の

りを実現しま

いの中で都

づくり目標 

かし，まちに

び宮川の豊かな

ワークを形成す

環境を創出しま

集い，まちを

適に歩ける街路

るように，にぎ

魅力的な都市空

優しく災害に

訓を生かし，災

歩けるユニバー

の河川や街路

てにぎわいの

性のあるまち

の経験の上に

ます。 

都市回遊

に緑と潤いを

な河川空間と，

することにより

ます。   

を楽しむ活気あ

路と憩いのスペ

ぎわいと活気あ

空間を再生しま

に強い，安心

災害に強い市街

ーサルデザイン

路の緑を生か

のある魅力的な

ちづくりを目指

に，安全で，か

遊を楽し

をもたらすネッ

植栽の美しい

，まちの緑に

あふれる都市

ペースの創出を

ある都市核や緑

ます。  

・快適なまち

街地の形成を図

ンのまちづくり

して，潤いの

な都市空間を

指します。 

かつすべての

 

しむ地域 

ットワークづ

い街路網を生か

につながりをも

市空間の再生 

を図るとともに

緑にあふれた美

ちづくり 

図るとともに，

を推進します

のある快適な居

を形成し，人

の人が安心し

 

 
 

づくり 
 

 

かして，水と

たせ，潤い

 

 

に，歩いてま

美しい街並み

 

 

誰もが安心

す。           

居住環境を

々が活気や

て快適に暮

     

     

      

 

   

   



 

３) 中

「

の生

国

ビ

この

ィ道

成

ます

 

また

芦

 

 

① 

稲

 

② 

 

③ 

④ 

中央地域の将

ＪＲ芦屋駅を

中心核」とし

生活拠点とし

国道 43号以

ックゾーン」

の文化の拠点

道路，伊勢町

を図ります。

す。 

中央地域の骨

た，地域を南

芦屋川と宮川

中央地域を特

地域交流軸

東西方向又

て重要な役割

稲荷山線，山

の地域との交

山手幹線を生

を支える交流

にぎわいと

 阪神芦屋駅

街を中心とし

かけて外向き

が並ぶ地区と

の東端の街路

まちと暮ら

 芦屋川や宮

して水と緑の

街地内にあっ

 

まちを歩い

 打出天神社

造物などの史

まちを歩きな

 

将来都市構造

を中心とする

して位置付け

しての機能を

北の芦屋川沿

として，文

点と浜地域の

町の文化ゾー

この交流ゾ

骨格を形成す

南北に結ぶ稲

川は，当地域

特色付けるそ

軸 

又は南北方向

割を果たし，

山手幹線，松

交流を促す地

生かした商業

流の軸として

と活気あふれ

駅及び阪神打

した活気あふ

き型の商業施

としての発展

路であること

らしに潤いを

宮川，主要な

のネットワー

って，歩いて

いて芦屋の文

社，金津山古

史跡や文化財

ながらまちの

造 

地区は，本市

られます。阪

果たします。

沿いの，市役

化施設が集積

芦屋中央公園

ン，芦屋中央

ーンでは，歩

る軸として，

荷山線と芦屋

域を南北に貫く

の他の都市構

の地域幹線道

市街地内の円

松浜線は，地域

地域交流軸と

業の活性化や，

位置付けます

る都市空間

打出駅の地域核

ふれる商業空間

施設が発達する

展を図るとと

とから，歩い

もたらす水と

な公園・緑地，

ークを形成しま

て回れる身近

化に触れられ

古墳及び阿保親

財，歴史を感

の歴史に触れる

市の顔である

阪神芦屋駅及

 

役所をはじめと

積する伊勢町

園との連携を

央公園を一つ

歩いて街並み

芦屋中央線

屋川左岸線は

く水と緑のネ

構造としては

道路が形成す

円滑な市内交

域コミュニテ

して位置付け

災害に強い

す。 

核周辺を「身

間の形成を図

る地区(都市回

もに，ＪＲ芦

いて楽しいにぎ

と緑のネット

，植栽の豊か

ます。水と緑

近で快適な緑空

れる歴史のネ

親王塚，平田

感じさせる街並

ることのでき

るとともに市の

及び阪神打出駅

とする公共・

町地区は「文化

を強化するこ

つのゾーンとす

みを楽しめる文

線は，本市の中

は，地域環状軸

ネットワーク

は，以下のよ

する格子状の道

交通を確保しま

ティレベルの交

けられます。

い安全な交通の

身近なにぎわ

図ります。特

回遊ゾーン）

芦屋駅南の駅

ぎわいのメイ

トワーク 

かな街路，緑道

緑のネットワ

空間であり，

ネットワーク

田町，浜町，西

並みなどを結

きる趣のある街

の中心商業地

駅の周辺は

公益施設が集

化ゾーン」と

とで，国道 4

する「緑と文

文化の薫り高

中央都市軸と

軸として位置

として位置付

うなものが上

道路網は，地

ます。また，

交流を担って

特に，ＪＲ

の確保を図り

いゾーン」と

に，ＪＲ芦屋

では，専門性

駅前線は，「

インストリー

道やコミュニ

ークは，まと

まちに潤い

西蔵町及び打

結んで歴史の

街路空間を創

地域別

地が形成され

「地域核」と

集積するゾー

として位置付

43号以南のコ

文化の交流ゾ

高い地域とし

として位置付

置付けられま

付けられます

上げられます

地域内のアク

これらの道

ているだけで

芦屋駅北側に

り，「中心核

として位置付

屋駅から阪神

性の高い高品

「身近なにぎわ

ートとして位置

ニティ道路な

とまった緑が

いある景観を提

打出小槌町の

のネットワー

創出します。

別構想

95

中央地域 

，市域の

して，地域

ーンは「シ

けられます。

コミュニテ

ーン」の形

て位置付け

けられます。

す。 

。 

。 

セスとし

路のうち

なく，他

においては，

」の発展

付け，商店

神芦屋駅に

品質な店舗

わいゾーン」

置付けます。

などを連携

が少ない市

提供します。

の歴史的建

クを形成し，
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中央地域 
別構想 

 また，阪神

史跡・文化財

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ芦屋駅周

神打出駅周辺

財等と結んで

辺 

辺と西芦屋町周

で，市内全域

周辺の歴史的

域の歴史環境の

的街並み景観

の散策ルート

の保全を図る

トとなるネッ

業平

る地区を，山

ットワークを形

 

平橋 

山手地域の

形成します。

 

 



 

図 4-1  中央央地域の将来来都市構造 

地域別別構想
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中央地域 
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中央地域 

(２) 土

 

１) 土

の

屋

神

道

除

 

２) 住

        ① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

別構想 

土地利用の方

土地利用の配

当地域では

の周辺，ＪＲ

芦屋川沿い

屋中央線の国

神戸線以北の

道２号及び国

除く住宅地は

住宅系の土地

低層住宅地

 低層住宅地

北の住宅地区

制限するため

中低層住宅

 中低層住宅

「芦屋市住み

戸建住宅中心

慮した開発と

沿道型住宅

  沿道型住宅

住宅の整った

魅力的な店舗

 稲荷山線の

する新しい商

 ＪＲ神戸線

山手地域の商

沿道複合型

  沿道複合型

て商業・業務

利用を図りま

住宅地の緩衝

 

方針 

配置方針 

は，中心核で

Ｒ芦屋駅南西

いの地区と平

国道２号以南

の区間及び駅

国道 43号の沿

は，すべて中低

地利用方針 

地 

地は，景観軸

区などの住環

め，建築協定

宅地 

宅地では，建

みよいまちづ

心の街並みに

となるように

宅地 

宅地では美し

た沿道景観の

舗が入った複

のうち，国道

商業空間の充

線以北の宮川

商業集積へと

型住宅地 

型住宅地では

務系施設の立

ます。また，

衝帯としての

あるＪＲ芦屋

部を住商共存

田町，浜芦屋

，山手幹線の

前線などの地

沿道地区は沿

低層住宅地と

軸となる芦屋川

環境を保全する

定や地区計画等

建築協定や地区

づくり条例」に

においてはその

に開発業者と協

しい街並みの形

の形成を促しま

複合住宅の立地

道 43号から国

充実を図ります

川線沿道では

つながる魅力

は，住宅系の土

立地を許容し，

国道 43号沿

の機能の誘導を

屋駅周辺を商

存地とします

屋町と松浜町

の宮川から芦

地域レベルの

沿道複合型住宅

とします。

川沿いの住宅

るとともに，

等の導入によ

区計画等の導

により宅地の

の居住環境を

協議します。

形成を目指し

ます。また，

地を促すなど

国道２号までの

す。 

は宮川の河川空

力的な商業空

土地利用を中

，これらが一

沿道では，住宅

を図ります。

商業地とします

す。 

町の一部は低層

芦屋川までの区

の幹線の沿道地

宅地とします

宅地区，敷地

今後，宅地

より適正に街並

導入により建築

の細分化の防止

を保全するた

 

し，建築協定や

周辺地区の特

ど，地域の日

の区間は，阪

空間を生かし

空間の創出を

中心としつつ

一体となって

宅地としての

 

す。また，阪

層住宅地とし

区間，宮川線

地区は，沿道

す。低層住宅地

面積にゆとり

の細分化や中

並みを保全し

築物の高さ制

止に努めます

め，原則とし

や地区計画等

特性に応じて

常生活の利便

阪神打出駅周

した個性的な

目指します。

も，広域幹線

良好な都市景

の環境改善を

阪神芦屋駅，阪

します。稲荷

線と芦屋川左岸

道型住宅地と

地や主要幹線

りのあるＪＲ

中高層住宅等

します。 

制限を行うと

す。また，現

して低層戸建

等による低層

て，住宅の一

便向上を図り

辺の打出商店

な商業施設の立

 

線沿道の利点

景観を形成す

図るとともに

阪神打出駅

山線及び芦

岸線のＪＲ

します。国

線の沿道を

神戸線以

等の混在を

ともに，

現在の低層

建住宅に配

層又は中層

一階部分に

ます。 

店街と連携

立地を促し，

点を生かし

する複合的

に，後背の

 



 

３) 商

① 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業系の土地

商業地 

  商業地では

周辺の住宅系

に向けた取り

住商共存地

  住商共存地

なり，まちを

宅の一階を店

ことによって

地利用方針 

は，商業・業

系土地利用と

り組みを行い

地 

地では，日常

を歩いて買物

店舗スペース

て，まちに活

業務施設の立地

の調和を図

い，商業・業務

常利便施設や，

物を楽しめる安

スとし，住宅と

活気をもたらし

地及び充実を

りつつ，駅前

務基盤の充実

小規模な店

安全で快適な

と商業施設が

します。 

を誘導します。

前広場の整備

実を図ります。

店舗の立地を誘

な商業空間の形

が密接にかか

。特に，ＪＲ

に併せた市街

。 

誘導し，沿道

形成を目指し

わりあう都市

山手

地域別

Ｒ芦屋駅南地

街地開発事業

道型の商業施

します。また

市居住環境を

手幹線 

別構想
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中央地域 

地区では，

業の事業化

施設とは異

た，中層住

を創出する
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中央地域 
別構想 

図 4-2 中

 

央地域の土地地利用方針

 



 

(３) 

 

１) 公
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３) 駐
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置

の

 

４) 道

① 

的

路

② 

処

都市施設整

公共交通機関

鉄道 

近隣都市へ

含めた駅周辺

バス 

市内の循環

の設置等を検

す。 

駅前広場の整

ＪＲ芦屋駅

らＪＲ芦屋駅

  

駐車場等の整

駐車場 

ＪＲ芦屋駅

 

駐輪場 

自転車の利

置自転車の多

の南側におい

道路施設の整

広域幹線道

国道２号及

中化を促進し

的に進め，沿

路横断時の交

 

地域幹線道

稲荷山線等

ります。整備

山手幹線に

処理の実現に

 

 

整備の方針

関等の整備方

への主要な交

辺のユニバー

環交通機関と

検討するとと

整備方針 

駅南地区は駅

駅周辺の交通

整備方針 

駅周辺におい

利便性を向上

多いＪＲ芦屋

いてはＪＲ芦

整備方針 

道路の整備 

及び国道 43号

します。また

沿道の環境保

交通事故を防

道路 

等の都市計画

備に当たって

については，

に向け対策を

針 

方針 

交通手段である

サルデザイン

してバスの利

もに，関係機

駅前広場を整備

機能の充実を

ては，関係機

上させるために

屋駅周辺の通勤

屋駅南地区の

号は，沿道の

，国道 43号

保全対策を促進

防止するため，

画道路の計画的

は，住環境に

環境への影響

検討します。

る鉄道につい

ン化に関係機

利便性を向上

機関と協議し

備し，本市の

を図ります。

機関と協議し

に，関係機関

勤用駐輪場や

のまちづくり

の住環境に配慮

号については，

進します。ま

交通安全施

的な整備を検

に配慮した，

響や周辺道路

 

いては，「バ

機関と協議して

上させるために

しノンステップ

の南玄関の顔

 

し既存ストック

関と協議して駐

や商業用駐輪場

に併せて駐輪

慮した道路と

関係機関と

また，歩行者や

施設の整備等に

検討し，中央地

緑あふれる人

路の交通量の実

リアフリー法

て取り組みま

に，待合場所

プバスの導入

として，周辺

クの有効活用

駐輪場の確保

場の充実を検

輪場の集約，

として，道路の

と協議して沿道

や自転車の南

について関係

地域の循環ネ

人に優しい街

実態を把握し

地域別

法」等に基づ

ます。 

所のシェルタ

入等を計画的

辺の景観にも

用を図ります

保に努めます

検討します。

整備を行い

の緑化及び電

道緑地帯の整

南北アクセス

係機関と協議

ネットワーク

街路空間を形

し，安全かつ
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き，駅舎を

ー，ベンチ

に支援しま

配慮しなが

。 

。特に，放

ＪＲ芦屋駅

ます。 

電線類の地

整備を計画

の改善や道

します。 

の強化を図

成します。

円滑な交通
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③ 

岸

身

成

態

④ 

安

全

の

⑤ 

協

化

散

５) 公

① 

② 

緑

別構想 

地区幹線道

地区幹線道

岸については

身近に触れ合

同様に，国

成を目指しま

芦屋中央線

態で景観に配

 

区画道路 

区画道路に

安らぎをもた

全な歩行者ア

るとともに，

歴史的街並

の確保を図り

 

潤いある道

江尻川緑道

協働で進めま

化を推進する

を楽しみなが

歴史のネッ

ワークの帰結

散策空間づく

 

公園・緑地の

既存公園の

既存公園の

 

幹線道路沿

国道 43号

緑地を関係機

また，その

道路 

道路は，安全

は，芦屋川左

合える道路整

国道２号以南

ます。 

線については

配慮した整備

については，

たらす緑化等

アクセスを確

歩行者の安

並み地区に残

ります。 

道路空間の整

道及び芦屋中

ます。その他

るとともに，

がら歩ける快

ットワークを

結点となる各

くりについて

の整備方針 

の改修 

の改修時には

沿いの緑化 

沿いについて

機関と協議し

の他の都市計

全で快適な歩行

岸線又は芦屋

整備を図ります

南の宮川右岸に

，本市の中央

を検討します

地区内に不要

を検討します

確保するために

安全を最優先と

残る細街路につ

備 

央線について

他の水と緑のネ

快適な歩行者

快適な道づくり

形成している

鉄道駅への案

，市民と協働

，公園施設の

ては，沿道の

ながら整備を

計画道路につい

行者空間の確

屋川右岸線の

す。 

については，

央軸を形成す

す。 

要な通過交通

す。特に，海

に，市民との

としたルール

ついては，狭

ては，水と緑

ネットワーク

者空間を確保

りに心掛けま

る街路では，

案内板設置な

働して環境整

のユニバーサ

の居住環境を改

を検討します

いても，市民

確保に重点を置

の一方通行化を

散策を楽しむ

する重要路線

通を排除する工

海のレクリエー

の協働による道

ルづくり等を検

狭隘道路整備制

緑に触れ合うこ

クを形成してい

保します。また

ます。 

道しるべ，休

など，地域にふ

整備を進めます

サルデザイン化

改善し，まち

す。 

民との協働によ

置いた整備を

を検討すると

むことができ

として，中央

工夫を行うと

ーションゾー

道路緑化及び

検討します。

制度等を活用

ことのできる

いる街路は，

た，緑道やコ

休憩所，ベン

ふさわしい歴

す。 

化を検討しま

ちに潤いを取

よる沿道緑地

を目指します

とともに，市

きる快適な街

央都市軸にふ

とともに，ま

ーンや文化ゾ

び民有地の緑

 

用して，適正

る空間形成を

市民との協働

コミュニティ

ンチなどの配

歴史を感じさ

ます。 

り戻するため

地の整備を図

。芦屋川沿

民が河川と

路空間の形

さわしい形

ちに潤いと

ーンへの安

化を推進す

な道路幅員

，市民との

働により緑

道路では緑

置やネット

せる快適な

めに，沿道

ります。 
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間

 

間

 

討

 

② 

て
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の

 

(４) 自

 

１) 沿

 国

下，

へ横

設の

 ま

係機

 

２) 民

 市

と

進

 

３) 雨

都

た

 

４) 住

環

に更

河川・水路

河川の親水

芦屋川にお

間の整備を図

宮川におい

間の整備を関

また，水と

討し，快適な

河川環境の

河川では，

て関係機関に

河口の砂浜

芦屋川河口

の生育場所と

自然環境保全

沿道の環境改

国道 43号沿道

，緩衝緑地帯

横断歩道を設

の充実を図る

また，大型車

機関に働き掛

民有地の緑化

市民との協働

ともに，都市

します。 

雨水の土中へ

都市部におけ

め，市民と協

住環境に配慮

環境基準を超

更新します。

・運河の整備

水化 

おいては，周

図ります。 

いては，子供

関係機関と協

と緑のネット

な散策環境を

の向上 

水質浄化や

に働き掛けま

浜の保全 

口の砂浜は，

として保全に

全及び都市

改善 

道では，騒音

帯の整備を検

設置するとと

るように関係

車両や通過交

掛けます。 

化 

働により民有

市のヒートア

への浸透化 

ける真夏のヒ

協働して，民

慮した道路 

超えている道

 

備方針 

辺歩道のユニ

供たちが水辺に

協議しながら進

ワーク沿いに

整えます。

ビオトープの

す。 

阪神間では失

努めます。

市環境形成の

音や振動，粉

討します。ま

もに，歩行者

機関と調整を

通を排除する

地内に充分な

イランド現象

ートアイラン

有地や公有地

路等について

ニバーサルデ

に親しみ，水

進めます。

に緑と触れ合

の形成など，

失われつつあ

の方針 

粉塵などによる

また，南北方

者・自転車・

を行います。

るために，阪

な緑化面積を

象の緩和に資

ンド現象や，

地を含めて雨

ては，整備及

デザイン化を進

水生植物や魚介

合うポイント

動植物の生息

ある貴重な自然

る住環境の悪

方向の歩行者の

乳母車等が安

 

阪神高速５号湾

を確保し，花

資するため，建

井戸の立ち枯

雨水の浸透化に

及び維持管理時

進め，誰もが

介類の採取が

となるポケッ

息域としての

然資源である

悪化を防ぐため

のアクセスを

安全に横断で

湾岸線への迂

と緑あふれる

建築物の壁面

枯れ，植栽へ

に継続的に取

時に低騒音舗

地域別

が安全に楽し

が楽しめるよ

ットパーク等

の河川空間の

るとともに，海

め，関係機関

を円滑にする

できるように

迂回を促進す

る市街地環境

面の緑化や屋

へのかん水等

取り組みます

舗装(排水性舗
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める河川空

うな親水空

の設置を検

保全につい

海浜の生物

関の協力の

ため，適所

交通安全施

るように関

を創出する

上緑化を促

に対応する

。 

舗装※等）
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別構想 

都市景観形成

河川沿いの景

芦屋川及び宮

します。また

と宅地内の生

望景観を保全

統一感のある

緑の山々を背

区の基準に基

とともに，建

商業施設や中

ち着きのある

特に，河川沿

歴史的街並み

月若町の美術

る西芦屋町の

山家住宅松濤

の下で保全し

住宅地景観の

風致地区や緑

緑ゆたかな住

歩いて楽しめ

ＪＲ芦屋駅か

周辺を中心と

を図ります。

物のスカイラ

者の協力によ

を図ります。

成の方針 

景観保全 

宮川の護岸の

た，芦屋川沿

生垣や石積等

全し，優れた

る街並み景観

背景として芦

基づく建築物

建築協定や地

中層の集合住

る街並み景観

沿岸や沿道宅

み保存 

術館や小さな

の街並み，平

濤館(図書館打

し，人々が安

の保全 

緑の保全地区

住環境を保全

める商業空間

から阪神芦屋

とした住商共

そのため，

ライン)の統一

より店舗前や

 

擁壁や高蘭等

岸については

が一体となっ

景観の創出を

観の保全と形

屋らしい和風

の形態意匠の

区計画などを

宅の建築に当

観の誘導を図り

地は景観に配

社や趣のある

平田町の芦屋の

打出分室)など

全に散策を楽

に指定されて

全します。 

間の形成 

屋駅にかけて形

存地では，店

市民と行政が

一を図り，連

オープンスペ

等の施設の整

は，芦屋川特

った景観や，

を図ります。

形成 

風や洋風建築

の規制により

を活用しつつ

当たっては，

ります。 

配慮した街並

る路地，古く

の昔をしのば

どの史跡・文

楽しめる，景

ている平田町

形成されてい

店から店へと

が協働して，

連続性を持った

ペース等への

整備に当たって

特別景観地区に

業平橋や阪神

 

築物が建ち並ぶ

，風格が漂い

つ市民との協働

低層住宅地の

並みの誘導を促

から住宅地

ばせる独特の景

文化財・寺社な

景観に優れた環

町，浜芦屋町，

いる商店街(都

歩いて楽しい

地区計画等に

た美しい街並

の花と緑の配置

ては，周辺環

における基準

神芦屋駅等か

ぶ独自の景観

い統一感のあ

働による良好

の住宅景観と

促進します。

として発展し

景観，金津山

など，歴史的

環境を維持し

松浜町など

都市回遊ゾーン

い活気あふれ

によって店舗

並みの形成を誘

置を促進し，

環境に調和す

準を運用し，

からの芦屋川

観を保全する

ある街並み景観

好な景観誘導

との調和を図

 

してきた歴史

山古墳や阿保親

的な街並みを

します。 

どにおいては

ン），また，

れる商業空間

舗の意匠や形

誘導します。

潤いある商

るデザイン

河岸の松並

を軸とした

ため，景観

観を誘導す

を図ります。

り，品格と

と風情を感

親王塚，旧

市民との協

，現在

阪神打出

としての再

態(外観や

また，事

業空間の創
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街並み

市街地整備の

Ｒ芦屋駅南地

地区の「身近

す。 

都市防災の方

神・淡路大震

づくりに生か

，適所へのオ

や電線類の地

福祉のまちづ

芦屋市交通バ

区においては

関連施設を連

リー化事業が

後もユニバー

を目指します

み景観を創出す

の方針 

地区では，駅

近なにぎわい

方針 

震災や東日本

かし，災害に

オープンスペ

地中化を進め

づくり方針

バリアフリー

は，駅や市役

連絡する歩道

が進んでいま

ーサルデザイ

す。 

する外構緑化 

駅前広場や駅前

ゾーン」への

大震災，全国

強い安全な市

ースの配置な

ます。 

針 

基本構想」に

役所をはじめと

における段差

す。 

ンの考えに基

前線の整備計

のエントラン

国で発生して

市街地の形成

などを図ると

に基づき，重

とした生活関

差解消や視覚

基づき，関係

計画の事業化に

ンスとなる活気

ている風水害や

成を図ります。

ともに，防災

重点整備地区に

関連施設におけ

覚障害誘導用ブ

係機関と協力

 

に向けた取り

気あふれる商

や土砂災害な

。特に，市民

災活動や避難

に設定された

けるスロープ

ブロックの設

しながら，す

地域別

り組みを行い

商業集積地区

などを教訓と

民との協働に

難の妨げとな

た阪神芦屋駅

プやエレベー

設置等，さま

すべての人が利
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，ＪＲ芦屋

の形成を図

して今後の

よる街路の

る違法駐車

・市役所周

ターの設置，

ざまなバリ

利用できる
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別構想 

図 4-3 中央央地域のまちづくり方針
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地域のま

地域の現況

浜地域の現況

現況 

浜地域は，総

は，兵庫県が

和 49年７月

。 

昭和 54年に入

，約 13,300 人

ランスよく整

ています。公

屋キャナルパ

しては，高浜

店舗，医療施設

課題 

浜地域は，計

発から約 40年

を把握し，課

南芦屋浜地域

は異なるもの

環境形成と積

・レクリエー

す。 

地域の課題】

旧市街地と南

芦屋キャナル

成熟した住宅

ちづくり

況，課題及び

況と課題 

総面積 125.6h

が事業主体と

に，宮川以東

入居が始まっ

人が生活して

整備され，そ

公益施設は，

パークなど，

浜町に大規模

設等)が２か

計画的に開発

年を迎え，今

課題認識を深

域との間を隔

のの，新しい

積極的な活用

ーション施設

 

南芦屋浜の新

ルパークや各

宅地としての

り方針 

び将来像 

ha で，主とし

なって昭和 4

東，面積約 68

って以来，本

ています。地

の中に低層の

小・中学校や

スポーツ施設

模な商業施設が

所設置されて

された新しい

今後成熟した

深めていく必要

てている海沿

芦屋の海を感

を図っていく

等を活用し，

新市街地を結び

各種スポーツ

の住環境の維持

して住宅用地

44年に着工さ

8.2ha の第２

本市の新しい住

地域を横断する

の戸建住宅か

や供給処理施

設やレクリエ

があるほか，

ています。

い住宅地とし

た住宅地として

要があります

沿いの空間，

感じさせる貴

く必要があり

地域の活性

びつける役割

・レクリエー

持保全と景観

地の土地利用

され，宮川以

工区は，昭和

住宅地として

る中央緑道を

から超高層住宅

施設の他に，海

エーションの場

日常生活の利

して緑豊かな優

て，建物の老

す。 

芦屋キャナル

貴重な空間であ

ます。また，

性化を図るため

割強化 

ーション施設

観形成 

として造成さ

以西，面積約

和 50年３月に

て整備が進め

を中心として都

宅まで様々な

海浜公園プー

場が数多く立

利便性を考慮

優れた住環境

老朽化や様々な

ルパークは，

あることから

地域内に立

め新しい交流

の活用と連携

浜風大橋 

地域別

されたもので

57.4ha の第

にそれぞれ完

られ，平成 2

都市計画公園

な住宅が計画

ール，県立海洋

立地していま

慮して，サブ

境を形成して

な世帯のニー

かつての芦屋

ら，地域の個性

立地する多様

流を生みだす

携 
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浜地域 

す。埋立工

１工区は，

完了しまし

22年１月現

園・緑地が

的に配置さ

洋体育館，

す。地域核

センター

いますが，

ーズの変化

屋浜の風景

性を生かし

なスポー

必要があり
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  ２) 浜

 浜

も潤

ョ
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別構想 

浜地域の将来

浜地域では，

潤いある住環

ン施設や海辺

地域の将来

海と

    ３つ

 

 

 

 

   新
 

中

を進

 
 

 

 

 

 地
 

    

   

地

るこ

は，

市民

 

 

 

 

   海
 

中

を形

なが

充実

しま

 

来像 

公園・緑地

環境の保全・

辺空間の活用

来像 

と緑に恵

つのまちづくり

新・旧市街地

中央地域とのつ

進めることによ

地域を活性化さ

地域核及び南芦

とにより，地

海洋性レクリ

民参画の中で充

海，川，緑の

中央緑道と宮川

形成します。ま

がりとふくらみ

実を目指します

す。 

の豊かな緑と

育成を図りま

により，各地

恵まれた

り目標 

地の連携を図る

ながりを強め

り，地域間の交

させるスポー

屋浜地域と一体

域の活性化を促

エーションを楽

実させます。

の豊かな空間を

，芦屋川河口

た，街路樹や統

をもたせます。

。海岸沿いの芦

と宮川の河川

ます。また，

地域の市民間

住環境の

新しい交

る，結節地域

るとともに，新

交流を促し，新

ーツ・レクリエ

体となったスポ

促す魅力的な交

楽しめるスポー

を生かした美

を基軸として，

統一感のある住

。そして，潤い

芦屋キャナルパ

川空間や芦屋川

当地域に多

間交流が実現す

の中， 

交流文化

域としての役割

新しい市街地と

新旧市街地間と

エーションの

ポーツ・レクリ

交流拠点を形成

ーツ・レクリエ

美しい街並みづ

，公園や緑道を

住宅の外構や生

いのある街並み

パークは，新し

川河口の自然

く立地するス

する充実した

化を育む

割の強化 

となる南芦屋浜

との円滑な連絡

の交流拠点づ

リエーション施

成します。また

エーション施設

づくり 

を結ぶ水と緑の

生垣によって，

み形成と良好な

しい芦屋の海辺

然環境を生か

スポーツ・レ

たまちづくり

 

む地域 

 

 
 

浜地域との連携

絡を図ります。

くり 

施設の充実を図

た，海岸部で

設の活用方法を

のネットワーク

まちの緑につ

な住宅地環境の

辺の景観を創出

して，今後

クリエーシ

を進めます。

 

 

携

 

     

 

 

図

を

     

 

 

ク

つ

の

出

     

     

 

 

   

   

   

   



 

３) 浜

浜

線，

内の

スル

水空

大

川の

置付

浜

 

① 

 

② 

 

③ 

ル

源

④ 

 

浜地域の将来

浜地域の骨格

地域内をＵ

のバスルート

ルートとして機

空間であると

大規模商業施設

の河口付近か

付けられます。

浜地域を特色付

他地域との

 当地域の芦

強化すること

「緑と文化の

の薫り高い地

にぎわいと

 地域核では

川河口を中心

ャナルパーク

水と緑のネ

宮川と当地

ルの水と緑の

源を積極的に

 

海の景観軸

 海浜回遊ゾ

の青を感じる

整備されたマ

利用を図るだ

来都市構造

を形成する軸

字に走る埋立

でもあります

機能する地域

ともに，市街

設を中心とす

ら，芦屋キャ

。 

付けるその他

の連携 

芦屋中央公園

とで，国道 43

の交流ゾーン

地域として位

と交流を生み

は，商業活動

心とした海洋

クは，スポー

ネットワーク

地域の中央を

のネットワー

に生かして，

軸 

ゾーンを，本

る景観づくり

マリーナや潮

だけでなく，

軸としては，

立１号線，埋

す。これらの

域環状軸に位

街地に潤いを

する商業・業

ャナルパーク

他の都市構造

園と，図書館や

3号以南のコ

ン」の形成を図

位置付けます。

出すスポーツ

動の更なる活性

洋レクリエーシ

ーツを通じた交

の形成 

横断する中央

ークを形成しま

日常的に緑に

本市の新しい海

を誘導します

潮芦屋ビーチ(

両地域間から

地域外周部を

埋立２号線及び

のうち打出浜線

位置付けます。

を与える水と緑

業務集積地は，

，海浜公園へ

造としては，以

や美術博物館

コミュニティ道

図ります。こ

。 

ツ拠点 

性化を取り戻

ションとの連

交流を促すス

央緑道を主軸

ます。水と緑

に親しむこと

海辺空間を創

す。海面部分

(人工海浜)か

ら望む海上の

を通り南芦屋

び地域北側の

線と芦屋浜線

また，地域

緑のネットワ

地域核とし

へと続く海岸

以下のような

館の集積する

道路，文化ゾ

このゾーンで

戻すために，芦

連携を強めます

スポーツ交流拠

軸として，緑道

緑のネットワー

とのできる回遊

創造する海の景

分は，芦屋川河

から続く海洋性

のイベント空

屋浜地域へ至る

の防潮堤線があ

線は，南北地域

域中央を縦断す

ワークとして位

して位置付け

岸沿いは，海浜

なものが上げ

中央地域の文

ゾーン，芦屋

は，歩いて街

芦屋キャナル

す。また，芦

拠点を形成し

道や街路，公

ークでは，地

遊空間を形成

景観軸として

河口や海浜公

性レクリエー

間としての活

地域別

る打出浜線及

あり，これら

域を結ぶ重要

する宮川は，

位置付けられ

られるととも

浜回遊ゾーン

られます。 

文化ゾーンと

屋中央公園を連

街並みを楽し

ルパークや宮

芦屋中央公園

します。 

公園を結び，

地域内の豊か

成します。 

て位置付け，

公園，南芦屋

ーションの場

活用を図りま
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浜地域 

及び芦屋浜

らは，地域

要なアクセ

身近な親

れます。 

もに，芦屋

ンとして位

の連携を

連携する

しめる文化

宮川，芦屋

園や芦屋キ

地域レベ

な緑の資

潮風と海

屋浜地域に

場としての

す。 
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図 5-1  浜

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜地域の将来来都市構造 

 



 

(２) 土

 

１) 土

浜

新

しま

高

す。

地区

 

２) 住

① 

② 

③ 

 

３) 商

① 

す

② 

土地利用の方

土地利用配置

浜風町，新浜

新浜町の高層住

ます。また，

高浜町には，

サブセンタ

区を住商共存

住宅系の土地

低層住宅地

 低層住宅地

宅等の混在を

を維持します

住宅のユニバ

図るための対

 

中低層住宅

  中低層住宅

も調和した住

 

中高層住宅

  中高層住宅

して保全しま

商業系の土地

商業地 

商業地は，

す。また，現

を明確にしま

 

住商共存地

  住商共存地

後も住宅地に

 

方針 

置方針 

町，高浜町，

住宅が集積す

高浜町及び若

地域の核とし

ーとして位置

地とします。

地利用方針 

地 

地では，戸建

を規制し，市

す。また，住

バーサルデザ

対応を検討し

宅地 

宅地では，住

住環境の形成

宅地 

宅地は，緑で

ます。 

地利用方針 

地域の活性

現在開発が進

ます。 

地 

地では，コン

における生活

潮見町及び

する地区と，

若葉町の超高

して大規模な

置付けられて

 

建住宅中心の良

市民と協働で建

住宅の老朽化や

ザイン化，緑化

します。 

住環境の向上を

成を図ります。

で覆われたゆと

性化と日常生活

進んでいる南芦

ンビニエンスス

活利便施設とし

び緑町の戸建住

緑町の県公社

高層住宅が集積

な商業施設が立

ている「東部サ

良好な住環境

建築協定期間

や世帯構成の

化などを推奨

を図るととも

。 

とりあるオー

活を支援する

芦屋浜地域の

ストアや日用

しての充実に

住宅地を低層

社住宅の立地

積する地区を

立地しており

サブセンター

境を保全する

間の延長や地

の変化などに対

奨するととも

もに，低層戸建

ープンスペー

る拠点として，

の商業施設との

用品を取り扱

に努めます。

層住宅地としま

地する地区な

を高層住宅地

，この地区を

ー」，「潮見町

とともに，宅

区計画により

対応するため

に，良好な住

建住宅と中層

スや駐車場の

，利便性の高

の連携を図る

う店舗，医療

地域別

ます。 

どを，中高層

とします。 

を商業地と位

町サブセンタ

宅地の細分化

り今後も美し

めの建替にお

住環境の改善

層住宅が混在

の確保された

高い商業集積

るとともに，

療施設，集会所

別構想
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層住宅地と

位置付けま

ター」の２

化や中層住

しい街並み

おいては，

善・更新を

在しながら

た住宅地と

を図りま

役割分担

所など，今
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別構想 

図 5-2 浜浜地域の土地地利用方針 

 



 

(３) 都

 

１) 公

浜

チの

用を

 

２) 道

中

ット

を楽

点を

水

ント

 

３) 公

 既

 

４) そ

海

ツ・

スポ

 

(４) 自

 

宮川

水環境

野鳥の

 

 (５) 都

 

１) 街

 低

全を

 

２) 住

 緑

は，

観の

都市施設整備

公共交通機関

浜地域内のバ

の設置など，快

を促進すると

道路施設の整

中央緑道や宮川

トワークを形成

楽しみながら歩

を生かして，

水と緑のネッ

トとなる場所

公園・緑地の

既存公園の改修

その他施設の

海浜公園プール

レクリエー

ポーツを楽し

自然環境保全

川の親水護岸

境として活用

の飛来や生息

都市景観形

街並み保全の

低層住宅地に

を図るため，建

住宅地景観の

緑の多い整っ

市民の協力

の形成を図り

備の方針 

関等の整備方

スの利用を向

快適な公共交

ともに，安全

整備方針 

川及び公園，

成します。ネ

歩ける快適な

誰もが快適に

トワーク沿い

にベンチの設

の整備方針 

修時には，公

の整備方針 

ル，県立海洋

ション施設の

めるような機

全及び都市

や桜並木，芦

を図ります。

が見られるこ

形成の方針 

のためのルー

おいては，良

建築協定の更

の保全 

た街並みなど

により，敷地

ます。 

方針 

向上させるた

交通環境づく

全な通行を確

豊かな植栽

ネットワーク

な道づくりを

に散策やサイ

いでは，市民

設置などを検

公園施設のユ

洋体育館をは

のネットワー

機能充実を図

市環境形成の

芦屋キャナル

また，宮川

ことから，動

ールづくり

良好な住環境

更新や地区計

ど，優れた住

地内の緑化や

ために，関係機

りに努めます

確保するように

栽のある街路な

となる幹線道

を心掛けます。

クリングを楽

民による積極的

検討し，快適な

ユニバーサルデ

はじめ，民間の

ーク化を図ると

図ります。 

の方針 

ルパークは，家

川は，人工的に

動植物の生息空

境と統一感のあ

計画，まちづく

住宅地景観の保

や，壁面やベラ

機関と協議し

す。また，平

に努めます。

などを結び，

道路では，緑

また，地域

楽しめるよう

的な緑化を進

な公共空間の

デザイン化を

のテニスコー

とともに，関

家族連れや子

に整備された

空間に配慮し

ある美しい街

くり協定の導

保全と育成を

ランダの緑化

してバス停留所

平面的な地形を

 

地域に潤いを

緑化と歩行者空

域全体がほぼ平

な道づくりの

進めるとともに

の形成を図りま

を推進します。

ートやスポーツ

関係機関と協議

子供たちが水辺

た河川空間であ

した河川として

街並みなどが整

導入等を図りま

を図ります。中

化等を促進し，

地域別

所のシェルタ

を生かして自

をもたらす水

空間の充実を

平坦地である

の工夫を検討

に，緑と触れ

ます。 

。 

ツクラブなど

議して，すべ

辺に親しめる

あるにもかか

ても保全しま

整った住宅地

ます。 

中高層住宅地

，緑あふれる

別構想
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ターやベン

自転車の利

水と緑のネ

を図り，緑

るという利

討します。 

れ合うポイ

ど，スポー

べての人が

る安全な親

かわらず，

ます。 

地景観の保

地において

る街並み景

 

 

3



地域別

 114 

浜地域 

 

３) 都

 中

都市

本市

機関

に努

 

４) 海

 海

れて

がら

今後

 

(６) 都

 

 阪神

まちづ

街地の

 

(７) 福

 

 高層

ン化

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮川 

別構想 

都市美を形成

中高層集合住

市景観を形成

市全体の都市

関と協働して

努めます。 

海辺空間の景

海岸の防潮堤

ている砂浜を保

らも，「芦屋

後も海岸沿い

都市防災の方

神・淡路大震

づくりに生か

の形成を図り

福祉のまちづ

層住宅の大規

を検討します

成するラン

宅を中心とす

するとともに

景観を形成す

景観検討やデ

景観形成 

や芦屋川河口

保全していく

屋浜」の景観を

における一体

方針 

震災や東日本

かし，道路緑
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づくり方針

規模の修繕時

す。 

ドマーク 

する地区は，

に，都会的な

するランドマ

デザイン検討

口は，海を身

くとともに，

を創造するた

体的な景観づ

大震災，全国

緑化の推進や適
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時においては，

北側の既成市

な都市美を兼ね

マーク的な存在

討に取り組み，

身近に感じる貴

さらに，積極

ため，これら

づくりに取り組

国で発生して

適所へのオー

  

関係機関と

市街地から海

ね備えていま

在であるため

さらに優れ

貴重な空間と

極的な活用を

貴重な海辺環

組みます。

ている風水害や

ープンスペース

連携して必要

海側を眺望する

ます。特に，超

め，建築物の改

れた本市のラン

として，芦屋川

を図ります。昔

環境を市民と

や土砂災害な

スの充実など

要な機能改修

る場合の「見

超高層集合住

改修時に，市

ンドマークと

川河口のわず

昔の海の面影

とともに恒久

などを教訓と

ど，災害に強

修やユニバー

見られる」

住宅群は，

市民や関係

となるよう

ずかに残さ

影を残しな

的に保全し，

して今後の

い安全な市

サルデザイ

 



 

図 5-3 浜地域のまちづづくり方針
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南芦屋浜地域
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当地域では，

活利便施設が

の商業施設や宿

さらに地域の核

公園や都市緑

りが進められ

現在は，兵庫

つ計画戸数 3,
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芦屋の品格あ

環境を生かし

められていま

当地域は，新

リエーション等

りを進めます。

する，環境志

南芦屋浜地域

・関西でも有

・防災や福祉

・環境保全へ

域のまち

，課題及び

域の現況と課

震災後，県に

6ha の開発区

においては，

ています。 

は，既成市街

び歩行者につ

との分離がさ
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震災復興住宅
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宿泊施設等の

核であるマリ

地，街区公園
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県企業庁が策
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る洗練された

た「戸建住宅

す。 

時代を投影し

等の複合的機

。また，地球

向型のライフ

域の課題】 

有数の海洋性

祉に配慮した

への積極的な

ちづくり方

び将来像 

課題 

において平成

区域のうち北部

民間活力の

街地である浜

ついては，宮

されています

宅等の中高層

ます。また，

の整備がされ

リーナや潮芦

園の整備によ

策定した「潮

画人口 8,000

たイメージを

宅」を中心と

した質の高い

機能を保持し

球環境保全に

フスタイルを

レクリエーシ

，快適で住み
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方針 

成８年１月に策
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す。地域北部を
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り，緑と潤い
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を継承しながら
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い生活環境の創

しながら，防災

に地域として積

を育てる都市空

ション施設の

みよいまちづ

水と緑あふ

策定された「

平成 10年３

に，平成９年

打出浜線，芦
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辺の地区では
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潮
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は，地域住民の

潮芦屋緑地（港
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ンペを実施し
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形成・維持す
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快適で住みよ

規模で考え，
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ための環境形

基本計画」
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ナルパーク」，
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南芦屋浜地域

に位置付けら

もに，新たな

芦屋キャナルパ

重な海洋性レ

ーションの拠

南芦屋浜地域

地域の骨格

南芦屋浜地

岸線及び湾岸

補助幹線道路

については，

い車両を排除

海を取り込

 まちの中央

ーバーを配置

て構成される

このほか，

置します。 

既成市街地

既成市街地

当地域に集積

チ(人工海浜)

阪神間でも屈

域での積極的

域の将来都市

と浜地域を結

れます。マリ

交流と地域の

パーク，南芦

クリエーショ

点である「緑

を特色付ける

格形成(まちの

地域へのアク

岸側道からと

路から成るス

その地区に

除する工夫を

込んだ活気の

央部を東西に

置したマリー

るにぎわいゾ

住宅ゾーン

地に不足して

地では用地確保

積します。ま

)・南緑地な

屈指の多自然環

的な活用を図

市構造  

結ぶ潮風大橋

リーナに面す

の活力を生み

芦屋浜地域の

ョンゾーンと

緑の拠点」と

るその他の都

の交通体系)

セスは，浜風

します。地域

ーパーブロッ

居住する市民

検討します。

ある都市空間

貫く水路を配

ナの周辺部は

ーンとして位

，都市機能

いる公共施設

保が難しい大

た，芦屋市総

どの公園・緑

環境保全型の

ります。 

橋，浜風大橋は

するセンター地

みだす地域核と

のマリーナと潮

して，芦屋市

して位置付け

都市構造として

風大橋(打出浜

域内の交通を

ック※と，ブロ

民の利便性に

 

間の創造(まち

配置した親水

は，マリーナ

位置付けます

・業務ゾーン

設の整備 

大規模な公園

総合公園・潮

緑地を，芦屋

のスポーツ・

は，市域全体

地区は，利便

として位置付

潮芦屋ビーチ

市総合公園は

けられます。

ては，以下の

浜線)及び潮風

を円滑に処理す

ロック内の区

に供するもの

ちのゾーニン

水公園・親水緑

ナ，センター施

す。 
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する地域環状

業施設等を配
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浜線)，阪神
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本とします。
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文化交流施

にぎわいゾー
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親水公園・潮

化させることに

ンを形成し，市
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に近接する
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ます。 
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に関係のな

，ヨットハ

設等によっ

ン周辺に配

ン施設等を

潮芦屋ビー

によって，
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図図 6-1 南芦屋浜地域の将将来都市構造造 

地域別
南芦
別構想

119

芦屋浜地域 
 

 

 



地域別

 120 

南芦屋浜地域

(２) 土

 

１) 土

 芦

な環

北に

市営

住宅

 

 

２) 住

 芦

高層

施設

りあ

 ま

新た

 

 

３) 商

マ

心

れ

ま

医療

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦

別構想 
域 

土地利用の方

土地利用の配

芦屋らしい景

環境を整備し

に大規模な低
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芦屋らしい質

層の集合住宅

設を補うとと
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また，生涯住

たな芦屋の魅

商業系の土地

マリーナを中

に配置するこ

るにぎわいの

また，住宅地

療・福祉施設

芦屋市総合公

方針 

配置方針 

景観に配慮した

します。また，

低層住宅地を配

興住宅地を含む

生活利便施設地

地利用方針 

質の高い住宅を

宅を配置したバ

もに，優れた

な都市空間を創

住み続けたいと

魅力ある空間を

地利用方針 

中心としたエ

ことにより，

のある都市空

地に面するエ

設などを誘致

園 

た街並みを形

良好な住環

配置します。

む中高層住宅

地区・住居利

を供給するた

バランスの良

た住環境を創
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と思えるよう
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リアでは，レ
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空間の形成を目
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結婚式場，滞
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図図 6-2 南芦屋浜地域の土土地利用方針針 
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陽光海洋線や涼

緑のネットワー

街路空間を形成

地区に不必要

緑地などを利

地域内を回遊

画的に配置さ

住宅地開発に

ては，貴重な

備方針 

園やマリーナ

めるよう海洋

するため，開発

協議します。ま

ン化を，関係

ーションゾーン

す。 

涼風緑地線な

ークを強化し

成します。

要な通過交通

利用して，自

遊できるよう

れた公園・緑

に併せて計画的

な水資源として

ナ，潮芦屋ビー

洋性レクリエー

発の進捗状況

また，ノンス

係機関の協力

ン周辺の駐車

などの充分な幅

します。整備に

通を排除するこ

自動車交通と歩

に配慮し，歩

緑地により，

的に整備しま

て，かん水や

ーチ(人工海浜

ーションゾー

況や利用者ニー

ステップバスの

力の下に促進

車場や駐輪場等

幅員と両側に

に当たっては

ことにより，

歩行者動線の

歩行者道のユ

芦屋らしい緑

ます。 

や親水用水と

浜)の有機的な

ーンについて，

ーズに応じて

の導入に併せ

します。 

等については

に歩道を設置

は，住環境に

閑静な住環

の分離を図り

ユニバーサル

緑豊かな住環

して有効活用

な連携を図り

，適切な管理

て，バスの

せてバス停

は、利用状

した地域幹

配慮した，

境を創出し

ます。整備

デザイン化

環境を創出

用を図りま

ります。 

理を行いま

 



 

 

(４) 自

水循

理施設

と緑の

潮芦

間性

積極

た住宅

車両の

 

(５) 都

 

１) 芦

 水

ま

とに

に努

  

 

２) 景

 当

地区

くり

 ま

た夜

 具

化・

る阪

軸か

 

(６) 市

当地

ふれ

中に風

庭園都

今後

様な人

 人

対応

自然環境保全

循環型の都市

設では，都市

の環境づくり

芦屋ビーチ(

を育めるよう

極的に太陽光

宅などの推進

の導入を促進

都市景観形成

芦屋らしいま

水をまちのテ

また，水や緑

により，回遊

努めます。 

景観形成方針

当地域につい

区」に指定さ

りを進めます。

また，六甲山

夜景の演出，季

具体的には，街

壁面緑化の推

阪神高速 5号

から見通しが利

市街地及び住

地域において

るまちづくり

風格のあるま

都市として整

後の情報化社

人々の交流を

口の社会移動

した住宅及び

全及び都市

市システムづ

市に潤いと安

りに取り組み

人工海浜)な

う，磯辺の生

光や風力等の

進による環境

進します。 

成の方針 

まちを楽しむ

ーマと考え，

の配置・建物

や移動による

針に沿ったま

いては，市全域

れています。

。 

系となじむス

季節による風

街並みに併せ

推進，外壁の

湾岸線からの

利くように助

住宅地整備

ては，国際文

りを目指しま

まちづくりを

整備します。

社会に対応す

を産み出し，

動減や，少子

び住環境を整

市環境形成の

くりを図るた

らぎを与える

ます。 

どでは海洋生

物採取と自然

自然エネルギ

境共生型のまち

む景観の形成

できるだけ

物の外観・意

る視界の広さ

まちづくり

域に指定され

今後も引き

スカイライン

風景変化(水面

せた照明デザ

の色彩などを

の景観に配慮

助言・指導を

備の方針 
文化住宅都市に

す。また，芦

行います。さ

 

するため，情報

地域における

高齢社会を踏

備するととも

の方針 
ため，特に，

る処理水の再

生物の生息可

然観察の場の

ギーの利用に

ちづくりを進

成 

け多くの場所

意匠・広場の舗

，方向，対象

れている景観地

続き市民との

ン(建物の高さ

面に映る夜景

ザイン，全域で

を詳細に指導し

慮するとともに

を行います。

にふさわしい

芦屋の持つイ

さらに，当地

報基盤網の整

る情報発信・

踏まえて，一

もに，積極的

当地域におい

再利用を図りま

可能な環境を創

の創出を図りま

に取り組むと

進めます。公共

から水が魅力

舗装など，そ

象に変化が起

地区に加え，

の協力のもと

さ等の統一，住

景や自然環境

での電線類の

します。中高

に，住棟間隔

い，高品質な住

メージを一層

地域全体を緑に

整備を計画的に

集積ができる

一世帯当り家族

的に新たなファ

いて立地する

ます。加えて

創造・保全し

ます。 

ともに、先進

共交通におい

力的に見える

その取り合わせ

起こり，楽しい

都市景観条

と，緑ゆたかな

住棟間からの

との共生など

の地中化，傾斜

高層の建物につ

隔を充分に確保

住環境，文化

層発展させ，

に包まれた清

に図るととも

るまちづくり

族数の減少，

ァミリー層や

地域別
南芦

る高度処理対応

て，アメニテ

し，子供たち

進エコ設備を標

いては，環境

るまちづくり

せと変化を工

い空間を生み

条例に基づく

な美しい芦屋

の眺望)や水辺

ど)の創出を図

斜屋根の採用

ついては海や

保し，南北軸

化的香気及び

緑豊かで，

清流が流れる潤

もに，まちの

りを行います

高齢世帯の

や若年層が住

別構想

123

芦屋浜地域 

応の下水処

ィ豊かな水

が豊かな人

標準装備し

に配慮した

を行います。

工夫するこ

み出すこと

「景観形成

屋の景観づ

辺を意識し

図ります。 

用，屋上緑

や北側を走

軸及び東西

国際性あ

落ち着いた

潤いのある

魅力が多

。 

増加などに

める活気と

 

 

 



地域別

 124 

南芦屋浜地域

にぎわ

 

(７) 都

 

 災害

もに，

 防災

を確保

 大型

の救援

管理体

 

(８) 福

子供

めます

次世代

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別構想 
域 

わいのあるま

都市防災の方

害時に地域の

，防災機能を

災拠点となる

保し，安全な

型船舶の停泊

援物資集積拠

体制を構築し

福祉のまちづ

供や高齢者が

す。当地域は

代を見越した

まちづくりを

方針 

の災害対策拠

を備えたシス

るオープンス

なまちづくり

泊に対応でき

拠点として位

します。 

づくり方針

がまちを散策

は今後も多様

たユニバーサ

目指します。

拠点となる芦屋

テムの構築を

ペースと街路

を行います。

る耐震護岸が

置付け，海か

針 
して楽しめる

様な住宅や業務

ルデザインの

 

屋市総合公園

を図ります。

路をネットワ

 

が整備されて

からの物資輸

るように，ユ

務施設の整備

のまちとして

園は，広域避難

 

ワークする，親

ているマリーナ

輸送に対応でき

ユニバーサルデ

備，ノンステ

て，安心で快適

南

難場所として

親水公園や緑

ナ地区東部で

きるよう，関

デザインに対

ップバスの導

適なまちづく

南芦屋浜地域

ての機能充実

緑道を結ぶ防

では，この一

関係機関との

対応したまち

導入等を進め

くりに取り組

（全景） 

を図るとと

災避難動線

部を災害時

協力のもと，

づくりを進

めることから，

みます。 

 

，



 

図 6-3 南芦芦屋浜地域ののまちづくり

地域別
南芦
別構想

125

芦屋浜地域 
 

 


